
「学習内容」と「学習課題」の両面から、バランスよく図画工作を指導する 
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 次に示す３つのタイプの「教科書誌面」（実際の教科書※を模倣した、架空の題材です）をご覧ください。       開隆堂教科書における３つの学習課題 

 この３つは、「学習内容」は同じです。違うのは、「学習課題」です。では、この３つは何が違うのでしょう。みなさんがこの誌面をひと目見ただけで直

感的に感じ取ったことが正解に近いはずです。図画工作では、文字情報だけでなく、視覚的、触覚的な情報が特に重要で、ひと目で伝わりやすいのです。 
 

ハートマーク 
大量のペットボトルキャップを手のひらや体で抱えるようにして、材料を体の感覚を通して感じ、材料とかかわりながら、また、友だ

ちとかかわりながら造形遊びを展開しています。子どもが自ら感じたことをもとに活動します。 

電球マーク 
「このペットボトルキャップでどんな工夫ができるかな」「試しながら工夫しよう」と、発見や追求をうながす導入で始まります。子

どもが自分で新しいことに挑戦したり工夫を学び合ったりしようという、開発的な意欲が育ちます。 

○△□マーク 
キャップを積んだ作品例や、キャップを並べた作品例の鑑賞から始まります。体の感覚を通しての材料とのかかわりは弱く、知的な活

動として知識や技能を生かした作品づくりをします。教師が知識や技能を与え、子どもがそれを学びとるタイプの学びです。 

 

 このように、全く同じ「学習内容」でも、「学習課題」を変えれば、活動も、活動結果（作品の有無なども含め）も、導入も、鑑賞の方法やタイミングも、

評価も変わります。この３タイプの「学習課題」は、どれも大切な図画工作科の学びです。 

 たとえば、「絵に表す活動」で考えてみましょう。私たち教師は、「指導」＝「教えること」と捉えて、○△□マーク的に絵のかき方を教えることが多い

ようです。知識や技能を教えることは大切ですので、教えることはよいのですが、図工の授業でいつも「このようにかきましょう」ということばかりして

いると、子どもが自ら感じようとすることや自ら試して工夫することの機会が減ってしまいます。そういう意味で、「学習課題」のバランスもよくして、「ハ

ートマーク」「電球マーク」「○△□マーク」をバランスよく学ばせることが大切だと考えます。私たちは、教科書を見て、自分なりに教科書題材をアレン

ジして指導します。ただし、偏った方向でアレンジしてはいけません。ハートマーク的に材料をもとにした造形遊びの教科書題材のページを見て、活動後

の作品例の写真だけに注目させ、「みんな、こういう作品をつくるんだよ」とやって 

しまっては○△□マークになってしまいます。 

 

右図は、現行の学習指導要領で大切にしている三つの資質・能力です。右上の３つ 

の学習課題と似ています。学習内容だけでなく、資質・能力ベースで図工の学習をと 

らえようという点は共通しています。 
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https://www.youtube.com/watch?v=S4CP

ZVOvJ2c ぜひご視聴ください 
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https://www.youtube.com/watch?v=S4CPZVOvJ2c
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  共同絵の具を交換し合いながら、「見る」

と「見られる」の関係を生かして学び

合う動画。 
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iPad のタイムラプス機能で造形遊びの

様子を撮影し、動画で振り返る動画。そ

の後他グループとも相互に視聴し合った。 
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OHPを知っていますか？ 
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透明カップと帯紙でアートする試行

錯誤の動画 
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見せ合いながら子供が移動する動画 
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１１２画像の回転台に作品を並べて

相互鑑賞する動画 

 

１１２ 

 

１１３ 

 

ソーラー回転台の上で作品が回る動画 
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※資料の転用はご遠慮ください 

※質問等がありましたら、メールでお願い

します。 

   9981kitagawa@gmail.com 

※校内研究会等で本講演動画をご利用にな

りたい場合にはご相談ください。 

 

その他、図工に関する情報は、 

「ぞうけいなかまリンク」 

で検索してください。随時更新中。 

http://zoukeinakama.boy.jp/ 

 

 

 

おまねきいただきありがとうございました 

北川智久 

mailto:9981kitagawa@gmail.com
http://zoukeinakama.boy.jp/

